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No. 章節 

項 
本文 
解説 

番号 頁 行目等 現行（誤） 修正（正） 備考 
 

 1    3 
枚目 

付３ 
 

壁式RC厚肉床壁構造の 
耐力壁・扁平壁梁内蔵スラブ 
部分架構の構造実験と解析       稲 井 栄 一 

壁式RC厚肉床壁構造の 
耐力壁・扁平壁梁内蔵スラブ 
部分架構の構造実験と解析  稲 井 栄 一 秋 田 知 芳 
              川 田 侑 子 松 井 智 哉 

原案担当者追加。 

 2 
 

2.1 本文  ―   6 
101 

下2～1 
9,10行目 

等価縦補強筋比 ：壁梁等の・・・・・を，壁梁の・・・・ 等価縦補強筋比 ：壁梁および基礎梁の・・・・・を，壁梁および

基礎梁の・・・・ 

壁梁等 ，壁梁 
⇒壁梁および基礎梁 

 3 2.2 本文  ―   9 
102 

2行目 
16行目 

扁平壁梁等の端部曲げ補強筋の断面積（9.2.2）                           扁平壁梁等の引張鉄筋の断面積（9.2.2）  記号定義修正する。 

 4 2.2 本文  ―  19 
110 

25行目 
4行目 

Φ：直交壁または直交梁による補正係数（10.4.4） 
 

Φ：補正係数（10.4.4） 
 

Φの定義修正する。 

 5 2.2 本文  ―  20 
110 

下7行目 
下7行目 

τu：メカニズム時に厚肉耐力壁等の断面に生じる平均せん断 
応力度（10.2） 

τu：メカニズム時に厚肉耐力壁等の断面に生じる平均せん断 
応力度（10.2） 

τu ⇒ τu  

 6 5章 本文 1.  22 
116 

表5.1 
中 

Fc /30かつ 
（0.9＋Fc /100）以下 

Fc /30かつ 
（0.49＋Fc /100）以下 

0.9 ⇒ 0.49 

 7 6.10 本文 2．  30 
140 

図6.10.2 
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記号 l1の引出し線の 
位置修正（図中の〇 
部分） 

 8 8.2 本文 2． 
 

 33 
145 

本文2． 
の3行目 

・・・，次の（１）から（３）による． ・・・，次の（１）から（４）による． （３）を（４）に修正

する。 
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解説図6.10.2 L形厚肉耐力壁等・基礎梁接合部に設ける 
       ことのできる開口の条件 
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解説図6.10.2 L形厚肉耐力壁等・基礎梁接合部に設ける 
       ことのできる開口の条件 
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No. 章節 

項 
本文 
解説 

番号 
 

頁 行目等 現行（誤） 修正（正） 備考 
 

 9 9.1.2 本文 3．  36 
174 

記号 DQS 
定義中 

ただし，8章に基づいて求められた水平荷重時せん断力を 
2.0倍以上に割り増して使用する場合には，（9.1.8）式によ 
らなくてもよい． 

ただし，8章に基づいて求められた水平荷重時せん断力（水平荷 
重時応力解析を平均せん断応力度法による場合は，（9.1.6）式の右 
辺第2項）を2.0倍以上に割り増して使用する場合には，（9.1.8） 
式によらなくてもよい． 

括弧および括弧内を

追記する。 

10 9.1.2 解説 3．（２） 178 解説図 
9.1.6中 

耐力壁W1  耐力壁W2     耐力壁W3 厚肉耐力壁等W1   厚肉耐力壁等W2  厚肉耐力壁等W3 耐力壁を厚肉耐力壁

等に修正する。 
11 9.2.1 解説 3.（１） 197 8行目 （２）中間部横補強筋を考慮した扁平壁梁等の許容曲げモ

ーメント略算式 
（２）中間部横補強筋および有効な範囲内のスラブを考慮した扁

平壁梁等の許容曲げモーメント略算式 

「および有効な範囲

内のスラブ」を挿入す

る。 
12 9.2.2 本文 2．  44 

199 
上1行目 
上4行目 

QE：8章に基づいて求められる扁平壁梁等の水平荷重時 
  せん断力（N） 

QE：8 章に基づいて求められる扁平壁梁等の水平荷重時せん断力

（N）．なお，張り間方向の水平荷重時応力算定を平均せん断 
  応力度法による場合は，（9.1.6）式右辺第2項により求まる耐

力壁のせん断力に基づいて算定される壁梁のせん断力（N） 

「．なお，・・・・」以

降を追記する。 

13 9.2.2 本文 2．  44 
199 

上5行目 
上8行目 

at ：扁平壁梁等の端部曲げ補強筋の断面積（mm2） at ：扁平壁梁等の引張鉄筋の断面積（mm2）で，降伏曲げモーメ

ントに有効な範囲内（扁平壁梁等のせいの 0.1 倍または 200 
mm の範囲内）の横補強筋や曲げ剛性に有効な範囲内のスラ

ブ筋を含む． 

at の定義修正する。 

14 9.2.2 解説 2．（３） 200 19～21 
行目 

at ：扁平壁梁等の端部曲げ補強筋の断面積（mm2） 
σy：同上鉄筋の規格降伏点（N/mm2） 
d ：扁平壁梁等の有効せい（mm） 

at ，σy，d ：（9.2.5）式の記号の説明による． 
 
 

（9.2.5）式中の記号at

の定義修正に伴い、左

記に修正する。 
15 9.3 解説 ・ 207 18行目 ・・，結果的に pMt /eMt ≒2/3程度となる・・・・・ ・・，結果的に eMt /pMt ≒2/3程度となる・・・・・ pMt /eMtを eMt /pMtに修

正する。 
16 9.5 解説 1．（５） 215 18行目  DQp,s＝Mb1/j＋Mb2/j－Qw＝・・・・ DQp,S＝Mb1/j＋Mb2/j－Qw＝・・・・ 添え字sを大文字Sに

修正する。 
17 9.5 解説 1．（５） 215 21行目  AQp,s＝0.47×250×（1 000－2×200）  AQp,S＝0.47√24×250×（1 000－2×200） 添え字sを大文字Sに

修正する。 
√24を追記する。 

18 9.5 解説 1．（５） 215 24行目  （at1＋at2）≦{0.47×250×（1 000－2×200）・・・}  （at1＋at2）≦{0.47√24×250×（1 000－2×200）・・・} √24を追記する。 
19 9.9 解説 2.（３） 228 

 
18行目  引張鉄筋の重ね継手の必要長さは，（9.9.5）式～（9.9.8） 

式により・・・ 
 引張鉄筋の重ね継手の必要長さは，（9.9.5）式または（9.9.7） 
式により・・・ 

（9.9.5）式～（9.9.8）式 

を（9.9.5）式または（9.9.7）
式に修正する。 

20 9.9 
 

解説 2.（４） 229 12行目 側に解禁される扁平壁梁の端部曲げ補強筋は，・・・ 側に配筋される端扁平壁梁の部曲げ補強筋は，・・・ 「解禁」を「配筋」に

修正する。 
21 9.10 本文 5.（１）  58 

231 
6行目 
5行目 

なお，直行部材内へ定着してもよい． なお，直交部材内へ定着してもよい． 「直行」を「直交」に 
修正する。 

22 9.10 解説 4． 237 下3行目 （解9.10.2）式は（解9.10.3）となり，・・・・ （解9.10.2）式は（解9.10.3）式となり，・・・・ 「式」を挿入する。 
 
 

2/3 
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No. 章節 

項 
本文 
解説 

番号 頁 行目等 現行（誤） 修正（正） 備考 
 

23 10.1.1 解説 ・５） 245 18行目 ・・・保有水平耐力計算の確認を行う・・・ ・・・保有水平耐力の確認を行う・・・ 「計算」を削除する。 
24 10.1.1 解説 ・５） 250 10行目 ・・・としたのは，上記 a）①，②に加えて， ・・・としたのは，上記イ）①，②に加えて， 「a）」を「イ）」に修

正する。 
25 10.1.1 解説 ・５） 251 21行目 

  τ＝𝑄𝑄
𝐴𝐴𝑤𝑤
＝・・・・   τ＝ 𝑄𝑄

∑𝐴𝐴𝑤𝑤
＝・・・・ 

分母のAwを∑Awに修

正する。 
26 10.2 解説 ・２） 255 1行目 ・・・の部材種別と水平耐力負担率（表10.2.2の γA，γC）・・・ ・・・の部材種別と水平耐力負担比率（表10.2.2の γA，γC）・・ 「負担率」を「負担比

率」に修正する。 
27 10.2 解説 ・５） 255 下 6～下 5

行目 
・・各厚肉耐力壁等の部材種別と水平力負担比率により，・・・ ・・各厚肉耐力壁等の部材種別と水平耐力負担比率により，・・・ 「水平力」を「水平耐

力」に修正する。 
28 10.3 解説 1．（１） 257 10～11 

行目 
 構造特性係数Ds＝0.55時に相当する地震層せん断力時以 
前にせん断破壊が生じた壁梁は，保有水平耐力計算に考慮 
しない． 

 構造特性係数Ds＝0.55時に相当する地震層せん断力時以前に 
せん断破壊が生じた扁平壁梁等は，保有水平耐力計算に考慮しな 
い． 

「壁梁」を「扁平壁梁

等」に修正する。 

29 10.4.4 本文 1．  68 
275 

記号Φの 
定義 

Φ ：直交壁または直交梁による補正係数で，0.85とする． Φ ：補正係数で，直交壁または直交梁の有無にかかわらず 0.85
とする． 

係数Φの定義修正す

る。 
30 10.5.6 本文 2．  81 

304 
記号 lの 
定義中 

l ：重ね継手長さ（mm）で，・・・・・・・・・・・・・ 
  長さとする．なお，200 mmおよび鉄筋径の20倍以上 
  とする． 

l ：重ね継手長さ（mm）で，・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  長さとする．なお，200 mmおよび鉄筋径の25倍以上とする． 

「20倍」を「25倍」

に修正する。 

31 付2  ― 1．（２） 346 （b）Y2 
構面軸組 
図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
(b) Y2構面軸組図 
扁平壁梁記号 
BG2 ⇒ BG1  

        以上 
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（b）Y2構面軸組図 （b）Y2構面軸組図 
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